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満洲國民法評論
　　　　（澹保物権）
遊佐慶夫
　　　　　　　　　　一　序　　　論
　本稿ノ・筆者ノ都合ト讃者ノ便宜雌使スルノ微意カラ、讃切稿
トス卿爲メニ、形式的ニハ軍行作トシテ起稿シタモノ、内容的
ニノ・嚢二刊行セル満洲國民法評論総則編（早稽田法學築十九巻
掲載）及ゼ同物僅編（同誌第二十巻掲載）ノ連績稿ニモ該當ス
ノンモノデアノγ。。筆者ハ常二東亜ノ法律ブ翻ツケ的見地カラ満洲
國ノ立法事業ヲ観察シ、西欧法トノ比較二於プ日本法ノ特質ヲ
槍討シ．日溝問ノ法律生活ト共ノ道徳観念ヲ共遜的方向二進歩
登達セシメ遡クトスノン理想カラノ評論デアルコトユ於プハ、本
稿モ亦タ薦二稿新其軌ヲーニスノレモノデアル。
　溝洲國民法二於ケノレ澹保物権ニノ・留置椹。質灌、抵押椎ノ三
種アジテ．何レモ日本民法二於ケルト大騰同様ナノレモ、先取特
椹ヲ認メザノγ預・ヴ。著シク日本民法ト異ナノレトコロデアノン。
即チ先取特擢ノ・全面的二之ヲ屡止スルノ騰制ヲ探ソ、僅カニ部
分的二特殊ナノレ債権ノ優先力ヲ認ムル規定ヲ．各駈二散在セシ
ムルニ止マル。例ヘバ不動産賃貸借．不動産工事、族店其ノ他
ノ場屋取引二關スル債権二付プハ．法定ノ質機叉ハ抵押権ヲ認
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メプ、僅カニ先取特椹ノ實質ヲ維持シプ居ノソ（満民629・630．63
1．652．682）。是ノ・濁逸法系ノ思想二依擦シタモノト思ノ・レル。
其ノ結果トシテノ・日本人ガ満洲國二於テ投資シタノン爲メノ債椹
ニノ・、法定ノ質権ヌ．ノ・抵押権ガ認メラノン、揚合ノ外ノ・、先取特
権等ノ優先的保護ナキニ拘ノ・ラズ、満洲入ガ日本二於テ同様ノ
投資ヲ爲シタノレ爲メノ債権ニノ・、先取特椹ノ保護ヲ與フノンガ如
キ不公孕ナノン事態モ生起スノレコトニナ・ウ。斯クノ如キコトハ
日満問ノ共通的ナ法律生活ト道徳観念ノ登達ノ爲メニ、憂フ可
キ暗影ヲ投ズノンコトモ豫想二難クノ・ナイ。元來、先取特椹ヲ以
プー種ノ物灌ト認ムノレコトニ付テノ・、立法上ノ疑問ノ・アノレ。濁
逸法系ノ學説二於テノ＼先取特椹ノ・辮濟二關スノレ債椹相互間ノ
優劣問題ヲ決スノレ制度ニシプ、債権ノー敷力トシテ之ヲ観察ス
ノレノデアノン。從テ之ヲ物ノ支配力ヲ根篠付ケノソ物権ト見ノレコト
ニ反封スルノデアノン。然レドモ日本民法ノ・佛蘭酉法系ノ學説二
倣ツテ奮民法（財2）以來、先取特権ヲ以テー種ノ物権ト見テ居
ノンノデアノソ。思フニ先取特権者ノ・債務者ノ財産二封シプ、占有
其ノ他ノ直接ノ方法ヲ以テノ・、支配スノγコトヲ得ナイガ、之ヲ
競責二附スノレ権利ヲ有スノレモノデアノ妖競責法3・22）。即チ先取
特権者ノ・債務者ノ行爲ヲ待タズシテ、輩二自己ノ意思ヲ以プ債
務者財産ノ運命ヲ決シ得ノンノデアノン。此権利ノ・債務者財産二封
スノレ支配力ヲ明徴ニスルモノデアリ、共ノ物灌性ヲ決定付ケノレ
モノト云フコトモ出來ヨウ。殊二不動産ノ先取特僅ノ如キハ登
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記制度ヲ活用スノンコトニ因リヲ、愈其ノ物椹性ヲ強化スノレコト
トモナノンノデアノソ。故凱先取特椹ヲーノ物梅トス可キヤ否ヤノ・、
其國ノ法制組織如何二振ノレ可キモノデアリ、絶封的二之ヲ論購
ス可キモノデハナイダ・ク。既二日本民法ハ其ノ形式二於テモ、
マタ其ノ實質二於プモ、先取特権ヲーノ物椹トシプ制定シ（拙
著民法概論物権篇383頁以下滲照）、藪十年ノ運用試練ヲ積ミ。
格別ノ支障ヲ見ザノンマデニ襲淫シラ居ノンニモ拘ハラズ、日本法
二依存シヲ制定セラレタノレ筈ノ満洲國民法ガ、コノ日本法ノ特
色ヲ無親シテ、故ラニ獅逸法系ノ思想二徴ツテカ、先取特椹ヲ
康除スノレ様ナコトハ洵二不可解ナコい言ノ・ナケレバナラヌ。
惟フ昌佛法系二徴ツテ出來上ツタ日本奮民法ヲ、濁逸法系二徴
ヅテ修正シタモノガ、ロ本現民法デアジ、更二之ヲ濁逸式二再
修正シテ満洲國民法ヲ制定スノレ様ナコトノ・、日本人ノ・飴リニモ
無定見デアノント云フ國際評論ヲ誘起スノンカモ知レナイ。
二留　置　擢
満洲國民法二依レバ「他人ノ物叉ノ・有償謹雰ノ占有者ガ其ノ
物叉ハ有債謹券二關シテ生ジタノソ債権ヲ有スノントキハ、其ノ債
穰ノ辮濟ヲ受クル迄、其ノ物叉ハ有債謹券ヲ留置スルコトヲ得」
トアノレ（満民3121本）。満洲國民法二族ルモ。有憤談券ノ・有燈
物タノン物ノー種デアノレニ相違ナイ（満民95）。然ラノ嘱本民法ノ
如ク晶「他人ノ物ノ占有者」ト規定スレノヘ自ラ「他人ノ有便
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詮券ノ占有者」モ其ノ中二含マレル筈デアノレ（日民295）。有領
謹券ノ留置ト云フモ有膿物タノン謹券ノ留置ト云フ意味デアツ
テ、有憤談券二表示セラノン・権利ノ留置ト云フ意味デノ・アノンマ
イ。故二有憤謹券ノ留置権モ、一種ノ物ノ留置椹二他ナラナイコ
トニナル。然ノンニ満洲國民法ガ特二前示ノ如クニ、物ノ留置ト有
憤讃券ノ留置トヲ匹別シテ規定シタノノ・何ノ爲メデア・ウカ？
日本商法二於テノ・、代理商ノ留置椹二付テモ商人問ノ留置権二
付テモ、同様二「物又ハ有憤詮券」ト規定シテアノレ（日商51・
521）。之二相當スノレ満洲國商法ノ規定ニハ「物品又ノ・有憤謹券」
トアノレ（満商46・82）。瑞西民法ニノ・「動産又ノ・有債詮券」トア
ノレ（瑞民895）。按ズノンニ日満民法ノ如クニ物ノ意義二付テ明文
ノ規定ヲ設ケテアノレトコ・デノ・（満民95。日民85）、有債鐙券
モ物ノ範園内二包含セラル・コトノ・明カデアノレカラ、殊更ラニ
留置擢ノ客膿ガ「物又ノ・有債謹券」ナルコトヲ規定スルコトハ
（満民312。日商4682）、如何ニモ無意義デア・ウ。之二反シテ
「物品又ノ・有債讃券」ト規定シタコト（満商46・82）ニノ・、寧
・用欝ノ妥當性ガ看取サレノン。
　物ノ留置権ト有債詮券ノ留置権トヲ併列シプ見タトコ・デ格
別二封立スベキ規定モナク、特異ノ法理モ、思考シ難イ法制二於
テノ・も全ク無用ノ併列二絡ノ・ルコトデア・ウ。即チ満洲國民法
ハ恰モ日本民法二封シテ修正的特色ヲ登揮スノγモノ、如ク㍉
有債談券ノ留置権ト云フモノヲ探揮シテハ見タモノ・、結局ハ
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物ノ留置擢ノー種二他ナラナイト云フコトデノ・、斯カノレ’匿別ノ・
立法上ノ技術トシプ拙劣デアノレ・fカリカ、日満民法間二故ラニ
無用ノ摩擦ヲ誘致シ、爾民族問ノ法律生活ト道徳観念ノ共通的
登達二暗影ヲ投ズノン惧モアルコト・ナノン。
浦洲國民法ニハ留置物ヨリ生ズル「果實ガ金銭二非ザルトキ
沸留置権者ノ・之ヲ競責スルコトヲ得」ノン旨ノ特別規定ガアノレ（満
民3141後段）。日本民法ニノ・此意味ノ規定ハ無イガ、其ノ解羅
運用トシテハ杢ク同様デアノレ。蓋シ留置権者ガ留置物ヨリ生ズ
ノy果實ヲ牧取シ、池ノ債権者二先チテ之ヲ其ノ債権ノ　濟二充
當スル爲メニヘ之ヲ金銭二換債スノンノ必要ガアノyカラデアノン。
帥チ満洲國民法ノ・日本民法ノ試練二鑑㍉其ノ解繹運用上ノ疑
義ヲ未然二防止スル爲メニ．注意的ノー句ヲ挿入シタモノト見
プ宜力・ウ。
留置権ハ占有ノ喪失二因リテ消滅スノレコトハ日満民法ノー致
メルトコロデァルガ（日民3舷満民319）、日本民法二於テノ・
留置権者ガ債務者ノ承諾ヲ得テ留置物ヲ賃貸叉ノ・質入ヲ爲シタ
ノレ場合ハ．留置椹ノ消滅ヲ來サ・ッレモノトスノy規定ヲ設クノレモ
（日民3⑪2但）、浦洲國民法ハ之ヲ無要ノ規定ト見タノレ爲メカ削
除シタ。是モ目本民法ノ解繹二關スル定論ガ満洲國民法ノ上二
實現シタマデノコトデァ・ウ。蓋シ留置権者ノ・賃借人又ノ・質権
者ヲ代理人トシプ．占有ヲ維持シテ居ノレカラデアノレ。コノ他、
，満洲國民法ノ留置権二關スル規定ハ日本民法ノ其レト杢ク同一
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デアノレ。
　　　　三質擢総説
満洲國民法ニノ・質権総則ノ規定ガ無イ。動産質権ト権利質椹
トガ、各別二規定セラレプ居ノレ。然レドモ権利質権ニノ・動産質
椹ノ規定ガ杢面的二準用セラレノレカラ（満民336豆）、動産質権
ノ規定ノ・結局質椹総則ノ機能ヲ有スノレコトニハナノγ。而シプ満
洲國民法ノ・不動産質権ヲ全面的二贋止スノレ膿制ヲ探ツテ居ノレ。
從テ不動産ノ使用又ノ・牧盆ヲ目的トスノレ権利ノ＼椹利質ノ目的
トスルコトヲモ禁ジプ居ノソ（満民3361但）。近代二於テノ・不動
産質ノ制度ノ・、抵當椹（抵押権）制度ノ登達ト共㍉世界的二
衰退ノ傾向ヲ示シ、其ノ實用モ漸ク不振ノ状態ニアノγノデアノレ
カラ、之ヲ整理スノレコトモ立法上無理カラヌトコ・デァ・ク。
殊二満洲國民法ニノ・典権ノ制度モアノレカラ（満民294一）、不動
産質ノ必要ノ・一暦之ヲ稀薄ニシタノレモノト思ノ・レノレ。
四動産質椹
1・將來債擢ノ澹保
満洲國民法二依レバ「質権ノ・將來ノ債権ノ爲メニモ之ヲ設定
スノンコトヲ得」ノソモノト規定シテアノレ（満民321）。斯ノ規定ノ・
日本民法ニハ敏ケテ居ノン爲メニ、將來ノ債権ノ爲メニ質模其ノ
他ノ櫓保権ヲ設定スノレコトヲ得ノyヤ否ヤニ付テヘ明治大正ノ
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年代ヲ通ジプ可ナリ疑間硯サレタモノデアツタガ、近年ノ・殆ン
ド判例通説共二之ヲ積極的二認ムル様ニナツテ居ノレ。満洲國民
法ノ前示規定ノ・斯ノ日本民法ノ解繹運用二關スノレ定論ヲ成文化
シタモノト云フコトガ出來ヨウ。而シプ此規定ノ・直接的ニノ・質
椹二付テノ法則ヲ定ムノンモノデノ・アノレガ、権利質構ニモ抵押権
ニモ準用サレテ居ノレ（満民3361L358）。更二「保謹ノ・將來ノ
債務二付テモ之ヲ爲スコトヲ得」ノレモノトシテ（満民狙7）、満
洲國民法ハ將來債権ノ捲保可能性ヲ全面的二明徴ニシテアノレ。
皿物上代位
漏沸國民法二依レバ「質権ノ・質物ノ滅失致損又ノ・公用徴牧二因
リテ其ノ所有者ガ受クベキ金銭其ノ他ノ物二封シテモ之ヲ行フ
コトヲ得但シ共ノ梯渡又ノ・引渡前二差押ヲ爲スコトヲ要ス」ト
アノレ（満民325）。是ノ・所謂物上代位ノ法則ヲ示スモノデア九日
本民法ニテハ先取特権論付プ設ケタノレ規定ヲ質椹、抵當権等ニ
モ準用セルモノニ相當スノン（日民3幌350・372）。満洲國民法ノ・
先取特権ヲ認メナイカラ、物上代位ノ法則ヲ質権ノトコ・二掲
ゲタ課デアノレ。日本民法ニテノ・目的物ノ費却、賃貸ノ場合ニモ
物上代位ヲ認ムノレガ（日民304）、満洲國民法ハ之ゾ認メナイ。
蓋シ質物ハ質権者二於プ之ヲ占有シ留置シ、且ツ競費スノレコ》
ヲ得ノレモノデアノレカラ、其ノ所有者カラ責却セラレ又ハ賃貸セ
ラレノン様ナコトノ・、想像スノレコト丈ケデモ困難デアノレカラデア
纂ク。殊二満洲國民法二於テノ・動産二關スノン物灌ノ譲渡ハ其ノ
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引渡ヲ要スノレカラ（満民181）、質入中ノ物ガ費却セラノン・コト
ノ・一暦困難トナノレカラデア・ウ。而シテ質入前ノ費却代金叉ノ・
賃貸料ノ如キノ・、質権者ノ利盆二供ス可キモノデノ・ナイカラデ
ア・ウ。尤モ満洲國民法ノ・目的物ノ完杢ナノレ占有ヲ歓ク法定質
権ヲ認ムノン關係上、斯ノ法定質権ニノ・、目的物ノ責却、賃貸ノ場
合ニモ、物上代位ヲ認ムノレコトニシテアノレ（満民335・629・631・
682）。満洲國民法ガ前示ノ如ク質物ノ公用徴牧ノ揚合ニモ、
物上代位ヲ許スコトノ・、妥當ノ規定デアリ、日本民法ノ歓漏ヲ
補フモノト見テ宜力・ウ。然レドモ抵押物ノ責却、賃貸ノ場合
へ抵押物ノ物上代位ヲ許サ・ツγ二至ノレコトノ・、立法上ノ非難
ガ生ズルト思フ。マタ抵押物上ノ物権ノ封債二付テ、物上代位
ヲ認メザノン様ニナノレコトモ不當デア・ウ（満民358・325）。
IIL韓　　質
灌洲國民法ハ轄質二關スル規定二於テ、日本民法ノ關係規定
ヲ修正補足スノレノ氣配ヲ見セテ居ノンモノガアノレ。即チ日本民法
二於テノ・轄質ノ標利ノ・「質権ノ存績期間内二於テ」認ムルコト
ニナツプ居ノンガ（日民348）、満洲國民法二於プノ・之ヲ「質椹ノ
範圃内二於テ」認ムノンコト・ニシテアノレ（浦民328）。立言ノ形式
トシテハ満洲國民法ノ方ガ、制限文句ヲ適切二籏大シタモノデ
アリ、轄質権ノ性質上至當ノ立法ト思ハレノソ。蓋シ轄質ノ・質権
ノ存績期問内二於テ爲ス可キノ・勿論、存績期問以外ノ黙二於テ
モ、轄質権ノ・質権ノ範園ヲ超ユノソコトヲ得可キモノデノ・ナイカ
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ラデアノy。從テ轄質権隅因テ澹保セラノγ・債権ノ範園ハ、質権
轟因テ捲保セラノレ・債梅ノ範園ヲ超ユルコトヲ得可キモノデモ
ナイカラデアル。帥チ質物ノ負捲ノ・轄質二因テ増加セラ卿可キ
モノデハ無イカラデアル。而シテ轄質権二依テ澹保セラノγ・債
椹ノ辮濟期ガ到來スルモ。質権二依テ澹保セラル・債権ノ辮濟
期ガ到來シテ．質構ヲ實行シ得ル適状二至ラザノレ問ハ、轄質権
モ實行スノレコトヲ得ナイコ昏ニナノ妬澤デアノレカラデモアノン。
　更二満洲國民法二依レバ「轄質ノ場合二於テの債権譲渡ノ封
抗要件二關スノγ規定昌從と、債務者二轄質ノ事實ヲ蓮知シ又ハ
其ノ債務者ガ之ヲ承諾スルニ非ザレバ、之ヲ以テ其ノ債務者、
保讃入、質権設定者及共ノ承縫人二封抗スルコトヲ得ズ」トシ．
マタ「債務者ガ異議ヲ留メズシテ轄質ノ承認ヲ爲シタノントキノ・。
質権者二封抗スルコトヲ得可カリシ事由アノンモ、之ヲ以テ轄質
権者二封抗スル鷹トヲ得ズ」トシ．「但シ債務者ガ其ノ債務ヲ清
滅セシムノ1／爲メ、質権者二彿渡シタルモノアルトキノ・其ノ返還
ヲ講求シ、又タ質権者二封シテ負憺シタノン債務アルトキノ・之ヲ
成立セザルモノト盾倣スコトヲ妨ゲズ」、「質権者ガ轄質ノ通知
ヲ爲シタルニ留マノγトキノ・債務者ハ共ノ遙知ヲ受クノン迄二質機
者二封シプ生ジタル事由ヲ以テ轄質権者二封抗スルコ恥ヲ得」
ルモノ》シ、「債務者ガ轄質ノ通知ヲ受ケ叉ハ之ヲ承認シタノγト
キノ・轄質権者ノ同意ナクシプ爲シタル　濟ハ之ヲ以テ轄質擁者
昌封抗スルコトヲ得ズ」トアル（満民329）。斯カノン規定ノ澗本
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民法ニノ・抵當椹ノ庭分二關シテ設ケラレタノソモノヲ見ノソニ止マ
リ（日民376）、轄質二關シテノ・全ク規定ハナイノデ、解繹上之
ヲ補足スノンコトノ・困難ナモノデアノγガ、満洲國民法ノ・之ヲ立法
的二補足シタモノデアノレ。
IV・競　費　僅
満洲國民法二依レバ「質椹老・ハ其ノ債椹ノ　濟ヲ受クノγ爲メ
質物ヲ競責スノレコトヲ得」ノンモノト定メテアノン（満民3301）。
日本民法ニノ・相當ノ規定ナク、反テ競費法中二斯ノ種ノ規定ヲ
設ケテアノン（日競3・22）。惟フニ質権者ガ被澹保債礎ノ辮濟ヲ
受クノン爲メ質物ヲ競責スノンコトヲ得ルコトノ・當然ノ事理ニシ
テ、斯ノ競頁権コソノ・實二質権ノ本質的内容ヲ構成スノンモノデ
アノンカラ、之ヲ質権二關スノレ基本法タノン民法中二明規スノンコト
ノ・固ヨリ正當ノモノト云ノ・ナケレバナラヌ。質権者ガ質物ヲ占
有シ（満民320）、留置シ（満民327）、且ヅ競頁スノン（満民330）
ノ権利ヲ有スノンコトノ・、何レモ質権ノ物椹タノンコトヲ明徴ニス
ノンモノト言ノ・ナケレノヂナラヌ。
碕ホ満洲國民法ノ・特二「抵押権者ノ・其ノ債権ノ　濟ヲ受クノレ
爲メ抵押物ヲ競費メノンコトヲ得」ノレモノト定メテアノレ（満民35
0）。是モ日本民法二明規ナキモノヲ明規シタルコトガ特色トナ
ノン。形式トシテノ・質権二付テノ前掲規定（満民3301）ヲ抵押
椹二準用スノレコトガ通例ナノレ可キニ、其例二徹ハズシテ故ラニ
反覆シテ同様ノ規定ヲ設ケタコトノ・、満洲國民法ハ質椹二付テ
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モ抵押権二付テモ特二競費権ヲ明徴ニスル爲メニ之ヲカ詮スノン
モノ、如クニモ見ユノソ。
V．質擢ノ先行
満洲國民法二依レバ「質権者ハ質物ヲ以テ辮濟ヲ受ケザノレ債
権ノ部分二付プノミ他ノ財産ヲ以テ辮濟ヲ受クノγコトヲ得ノγ」
モノトシタ（満民3321）。而シテ此規定ノ・質物二先チ他ノ財産
二付配當ヲ爲ス揚合ニノ・之ヲ適用セズ．但シ他ノ債権者ハ質椹
者ヲシテ其ノ規定二從ヒ辮濟ヲ受ケシムル爲之二配當スベキ金
額ノ供託ヲ請求スルコトヲ得」ノンモノトシタ（満民332皿）。
斯カノン規定ノ・日本民法昌ノ・抵當権二關シテ設ケラレタルモノヲ
見ルニ止マリ（日民394）、質灌二關シテハ杢ク規定ガ無イ。浦
洲國民法ノ・質権先行二關スノレ前示ノ規定ヲ、抵押権ニモ準用シ
テ居ノンカラ、質権及抵押椹ヲ通ジプ捲保権先行ノ原則ヲ明徴昌
シタモノト言フコトガ出來ル（満民358。332）。惟フニ澹保物権
ヲ有スノγ債椹者ハ先ヅ其ノ捲保物椹ヲ以テ辮濟ヲ受クノソ謡トヲ
努メ、其ノ不満足ナノン揚合二限ソ、他ノ財産二付テ辮濟ヲ受ク
可キモノデア・ウ。然ノレニ捲保物権ヲ保有シ乍ラ之ヲ行使セズ
シテ、普通債襟者二伍シテ他ノ財産二付テ辮濟ヲ受クルガ如キ
コトノ㍉権利濫用ノ嫌モアルモノデアノγ。故二之ヲ封ぜントス
ル満洲國民法ノ前示規定ノ・日本民法ノ爲メニモ多分ノ参考トナ
劃モノト思フ。
VL日本法ノ整理
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満洲國民法ニノ・日本民法ヲ整理スルガ如キ膿制二見受ケラレ
ノγ規定ガアノソ。即チ日本民法二依レバ「質権ハ譲渡スコトヲ得
ザノン物ヲ以テ其目的ト爲スコトヲ得ズ」トアノンモ（日民343）、
満洲國民法ニノ・斯ノ規定ヲ創除シテアノレ。惟フニ譲渡不能ノ物
ハ質権ノ目的トスノンモ、質椹ノ實行二支障ヲ來スデア・シカラ、
斯様ナ物二付テ質取引ヲスノン者モ殆ンド無力・ウシ、マタ譲渡
ヲ禁ズノン各種ノ規定ノ・其都度質入ヲモ同時二禁ジテ居ノンノガ、
法文ノ常例デア・ウカラ、日本民法三四三條ノ如キハ殆ンド無
用ノ規定トモ考ヘラレノンノデアノン。故二之ヲ削除スルコトノ・立
法技術ノ簡潔味ヲ畳ユノレ〆様二思フ。
マタ日本民法二依レバ「動産質構者ノ・繊績シテ質物ヲ占有ス
ノンニ非ザレバ、其質礎ヲ以テ第三者二封抗スノンコトヲ得ズ」ト
アノγ「日民352）。斯ノ種ノ規定ノ・諸外國ノ立法例ニモ見ノレモノ
デアノンガ（佛民2076，狗民1253．瑞民888）、満洲國民法ニハ
同旨ノ規定ヲ掲ゲテナイ。惟フニ満洲國民法ハ物上請求二關シ
ヲモ（満民334。204。205）、即時取得二關シテモ（満民334．230－
232）、質椹二封シテノ・所有椹ト同様ナノン保護ヲ與フノγモノ・如
クデアリ、所有権ノ主張二付テ所有物ノ縫績占有ヲ要セザノンモ
ノデアノン以上ノ＼質権ノ主張二付テモ質物ノ縫績占有ヲ要セザ
ノレモノトスノレコトノ・當然デモア・ウ。即チ満洲國民法ノ・質椹ノ
本権性ヲ張化シテ居ノγモノデアリ、日本民法ノ如キ寧・質権ヲ
占有化スノンモノニ比較スノレトキノ・、其澗立法思想二可ナソノ相
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違ガアノンコトニナノン。斯クテ日満問ノ共通的法律生亨舌ニノ㍉摩
擦ヲ生ぜシムノγ惧ガアノγコトニナル。元來、質椹二封シテ本権
扱ヲス可キカ叉ハ占有扱ヲス可キカノ・、立法上ノ重大ナ間題デ
モア・ウガ、既二日本法ガ占有扱ヲスノレ立法組織トナツテ居
入之二因プ多年ノ試練ヲ積ミ格別ノ支障ヲ域ゼザルモノナル
ニモ絢ノ・ラズ・故ラ轟満洲國民法ガ之ヲ礎更スルガ如キ立法ヲ
試ミルコトハ。洵二不可解ナ識トデモアノγ。加之、浦洲國民法
二於ケノレガ如キ縫績占有ヲ要セザノγ所有権ト質権トガ同一物二
封シプ競合スル揚合ニハ、爾者ノ優劣ヲ決スルコ恥ガ困難トナ
リ、自然其問二相剋摩擦ヲ見ルコ｝モア・ウ。
　マタ日本民法二依レバ「動産質罐者ガ質物ノ占有ヲ奪ハレタ
ノレトキノ㍉占有同牧ノ訴（一年以内ノ訴）二依リテノミ共質物
ヲ同復スルコトヲ得」トアル（日民353）。満洲國民法ニノ・斯ノ
規定モ削除シテアノy。從テ滴洲國民法二依レベ斯ノ揚合ニノ・占
有同牧ノ訴二依ノンコ》モ許サレ（滴民想7）、同時二質椹タノレ本
権凱基爆テ同牧スノレコ襲モ許サレル鐸デア・ウ（浦民20L320）。
斯クテ質物ノ同復ハ所有物ノ同復ト同様ナラシメムトスル趣旨
二合スル鐸デア・ク（満民認4・2艇）。然レドモ質椹者ガ侵奪セ
ラぴタ潔後。長期問ヲ経過シテカラ。周復ノ訴ヲ趨シ得ノン様ナ
コトノ㍉質縫ヲシプ殆ンド所有権ト揮ム所ナキヱ至ラシメ、其
結果ハ虚無ノ質権ヲ行使シタリ．共ノ他質椹ヲ濫用シ、所有椹
ヲ侵害スル様ナ揚面モ想像サレル。
姓 満洲國民法評論
五擢利質椹
満洲國民法二依ノレモ、廣ク財産権ヲ以テ質椹ノ目的トスノレコ
トヲ認メプ居ノン黙ノ・、日本民法二於ケノント同様デアノン。唯ダ満
洲國二於テノ・不動産質ヲ認メザノレ主義ノ下㍉不動産ノ使用叉
ノ・牧盆ヲ目的トスノン椹利ノ・、質権ノ目的トスノンコトヲ認メナイ
コトニシテアノン。而シテ満洲國民法ニノ・質権総則ノ規定ヲモ掲
ゲズ、動産質ノ杢規定ヲ権利質二準用スノレコトニシテアノγ（満
民336。日民362）。
満洲國民法二依レバ「抵押椹ヲ以テ捲保スノン債権ヲ質権ノ目
的ト爲シタノレ揚合二於テハ、質椹者ガ共ノ抵押椹ノ登録二其ノ
旨ヲ附記シタノントキニ限り、質権ノ致力ノ・抵押権二及ブ」モノ
ト定メテアノγ「満民338）。斯ノ規定ノ・日本民法二見ザノンモノデ
アリ、之二封スノレ適切ナノy補足立法ト言フコトガ出來ヨウ。マ
タ指名債権ヲ以プ質権ノ目的ト爲シタノントキノ・、恰モ債権譲渡
ノ揚合二於ケルガ如キ封抗要件ノ制度アノレコトノ・、日満爾民法
ノ規定ノー致スルトコ・デアノン（日民3641・満民3391）。
此場合二日本民法ニノ・規定ノ不備ヲ威ズノンモノガアノンガ、満洲
國民法ハ之ヲ適切二補足シプ居ノレモノガアノレ。帥チ指名債椹ヲ
日的トスノン質権ヲ設定シタノレ揚合二於テ、共ノ「債務者ガ異議
ヲ留メズシテ質権設定ノ承認ヲ爲シタノレトキノ・、質権設定者二
封抗スノレコトヲ得ベカリシ事由アノγモ、之ヲ以テ質権者二到抗
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スルコトヲ得ズ」トシ、「但シ債務者ガ其ノ債務ヲ消滅セシムノレ
爲メ質権設定者二彿渡シタノンモノアルトキノ・、其ノ返還ヲ講求
シ、叉質椹設定者二封シテ負捲シタノソ債務アルトキノ・之ヲ成立
セザルモノト盾徹ス当トヲ妨ゲズ」トシ、「質権設定者ガ質椹設
定ノ麺知ヲ爲シタノンニ止マノレトキノ・、債務者ノ・其ノ通知ヲ受ク
ノγ迄二質権設定者二封シテ生ジタノレ事由ヲ以テ、質権者二蜀抗
スノンコトヲ得」ノンモノトシ．タ（満民339∬439）。日本民法二
於テモ共ノ解繹トシヲノ・之ト略同一ノ結果二達ス可キモノデア
・ウガ、満洲國民法ノ・斯ノ日本ノ解繹法學ノ結果ヲ成文化シタ
モノト見ノレ可キモノデア・ク。
満洲國民法二依レバ、「指圖式ノ謹券債権ヲ以テ質椹ノ目的ト
爲ス場合二於プノ・、質櫃ノ設定ハ其ノ談券二裏書ヲ爲シ之ヲ質
権者二交付スノレニ因リテ共ノ敷力ヲ生ズ」トアノレ（満民34G）。
日本民法二依レバ詮書ノ交付ノ・質権設定ノ敷力要件ニシプ（日
民363）、謹書ノ裏書ハ質椹設定ヲ第三者二封抗スノンノ要件トシ
プ認メテアノレ（日民366）。然レドモ満洲國民法二於テノ・敷力要
件ト封抗要件トノ匿別ヲ整理スノソ立法趣旨ノ下二裏書二關スル
規定ト交付二關スノレ規定トヲ綜合調和シタモノデア・ウ・
マタ満洲國民法ニハ「無記名式ノ詮券債権ヲ以テ質権ノ目的
ト爲ス揚合二於プノ・、質権ノ設定ノ・質権者二其ノ謹券ヲ交付ス
ノγ二因リプ其ノ敷力生ズ」トアノレ（満民341）。日本民法ニノ・総
プノ謹書アノγ債椹二通ジテ、詮書ノ交付ヲ以テ質権設定ノ致力
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要件トシテ居ノレカラ（日民363）、無記名式ノ謹券債権モ此規定
ノ適用ヲ受ク可キモノトサレノレノデアノソ。然ノソニ満洲國民法二
於テノ・指名債権ト無記名式ノ讃券債椹トニ付テ、各別二同様ノ
規定ヲ配置シタモノデアノレ備民337．34！）
マタ満洲國民法二依レバ「権利質椹ノ設定ハ本法其ノ他ノ法
令二規定アノレ揚合ヲ除クノ外、其ノ権利ノ譲渡二關スノレ規定二
從ヒ之ヲ爲スニ因リテ其ノ歎力ヲ生ズ」トアル（満民342）。是
ノ・日本民法二於テモ部分的ニノ・既二確認サレテ居ノレ原則デアリ
（日民364。365＼浦洲國民法ノ・之ヲ杢・面的且綜合的二成文化シ
タモノデアノン。
満洲國民法二依レバ「質権設定者ノ・質権者ノ同意アノンニ非ザレ
バ、質擢ノ目的タノレ椹利ヲ消滅セシメ又ノ・之二質権者ノ利盆ヲ
害スベキ礎更ヲ加フノンコトヲ得ズ」トアノレ（満民343）。日本民
法ニノ・斯ノ種ノ規定ヲ歓キ、甚ダ不都合ノ事態ヲモ見聞シタモ
ノデアノレガ、満洲國民法ノ前示規定二依レ・へ共ノ不都合ノ・多
分二排除サレノレコトニモナ・シ。例ヘバ質椹ノ目的タル債椹ヲ
菟除シタリ、其ノ辮濟期ヲ猶豫シタリスノンコトノ・、前示規定ヲ
以テ禁ぜラレノレコトニナノン。之二違背スノレ行爲ノ・當然無敷ノモ
ノト解サレノレコトニモナ・ウ。日本民法二於テノ・債椎者取消権
ノ登動二因テ質礎者ノ保護ヲ圖ノンコトモ出來ヨウガ（日民424）、
取消ヲ待タズシテ、當然二無致ト爲シ得ノン満洲國民法ノ前示規
定ノ・洵二適切ノ立法ト言ハナケレバナラヌ。
六　抵 押 構 17
　満洲國民法二依レバ質権者ガ質権ノ目的タル債椹ノ給付ヲ直
接二請求シタノレ結果、辮濟トシテ受ケタノレ物ガ不動産ナノントキ
ハ、質権者ハ其ノ不動産二付テ抵押樺ヲ有スルコトニナノγ（満
民344W）。日本民法二依レノ母ヒ場合ニハ不動産質トナノンノデ
アノンガ（日民367　V）、満洲國民法二於テノ・既述ノ如ク不動産
質ヲ認メナイカラ。抵押椹ヲ認ムルコトニシタモノデアノン。
六：抵　押　橿
　貰．総　　　説
　満洲國民法ノ抵押権ノ・日本民法ノ抵當灌二相當スノγ。抵押権
ハ不動産ノ外、地上．権、耕種僅及典権ヲモ其ノ目的ト爲スコ整
ヲ得ノy（満民3菊）。抵當権ハ不動産ノ外、地上椹、及永小作権
ヲモ共ノ目的恥爲スコトヲ得ノン（日民3β9）。而シテ満洲國民法
ハ法定ノ抵押権ヲ認ムノレコトモ幅日本民法二封シテ出色ノモノ
トナノγ（満民359）。
　満洲國民法ハ、汽本民法二比スレノ㌦抵押物ノ第三取得者ヲ
保護スル制度ヲ削除シテ居ノンコトヅ、其異色トナル。帥チ抵當
物ノ買受人ガ代憤ヲ抵當権者二辮濟スルコトニ因り入抵當権
ヲ消滅セシムルコト（日民377）ヲ、認メナイ。でタ抵當椹ノ灘
除制度（日民378一）ヲ、全面的二削除シプ居ノン。共結果ハ抵
押物ノ活用ヲ阻害スルコトモア・ウガ、抵押権ノ債権捲保力ヲ
強化シ、債権者ノ安杢ヲ圖ノγ二適スルコトデア・ウ。元來．代
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憤辮濟及源除制度ノ如キノ・、諸外國ノ立法例二篠ノソモ疑義多ク
實績ノ思ノ・シ，カラザノソモノガ多イカラ、満洲國民法ノ斯ノ企圖
ノ・日本法二…封スノレー英噺トナノンカモ知レナイ。
満洲國民法二依レバ」地上権、耕種権又ノ・典椹ヲ抵押ト爲シ
タノレ者ノ・抵押権者ノ同意アノンニ非ザレノヘ其ノ椹利ヲ消滅セシ
ムノンコトヲ得ズ」トアノレ（浦民3571）。此規定ノ・日本民法二
「地上権叉ノ・永小作椹ヲ抵當ト爲シタル者ガ其権利ヲ拠棄シタ
ノンモ、之ヲ以テ抵當擁者二封抗スノレコトヲ得ズ」トアノγ（日民
398）ヲ、改修シ精確化シタノレモノト見ノンコトガ出來ヨウ。
マタ満洲國民法二依レバ「地上擁者叉！・土地ノ典権者若ノ・賃
借人ガ、其ノ地上二有スノン建築物ノ上二抵押椹ヲ設定シタノレ場
合二於テノ＼抵押権者ソ同意アノンニ非ザレノヘ其ノ地上権若ハ
典権ヲ清滅セシメ又ノ・賃借権ヲ終了セシムノレコトヲ得ズ」トア
ノγ（満民357皿）。斯種ノ規定モ日本民法ニノ・不備デアリ、實
際界ノ久シク要望シタノン所ニシテ、適切ナノレ立法ト言ノ・ナケレ
ノぐナラヌ。
マタ満洲國民法二依レバ「抵押権者ノ・抵押権ヲ妨害シタノレ者
二封シ其ノ除去ヲ請求シ、妨害ノ虞アノレ行爲ヲ爲シタノレ者二封
シ其ノ豫防又ノ・損害賠償ノ憺保ヲ請求スルコトヲ得」トアノγ（満
民358・205）。是ノ・所有権二付テ設ケラレタ規定ノ準用ノ形式
デアリ、是モ日本民法二見ザノン新規定デアノレガ、日本ノ到例學
読上ノ要望ガ、満洲國民法ノ上二成文化サレタモノト言フ3ト
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ガ出來ヨウ。
弧抵押物ノ範園
浦洲國民法二依レバ「抵押権ノ・契約二馴段ノ定ア剛場合ヲ除
クノ外、　抵ま甲孕勿二F付1加シラ’之トー骨豊ヲ爲シタノソ学勿二及ブ、　抵ま甲
物ノ從物二付亦同ジ」ト定メ、而シプ「コノ規定ノ・抵押権設定
者グ他ノ債構者ヲ害スルコトヲ知リテ、物ヲ附属セシメタノレ場
合ニハ之ヲ適用セズ、但シ抵押権者ガ抵押樫ノ設定叉ノ・物ノ附
馬ノ當時他ノ債椎者ヲ害スベキ事實ヲ知ラザリシトキノ・此ノ限
二在ラズ」ト定メテ居ル（満民34G）。此規定ノ・Fl本民法二於ケ
ノレモノト略同一ノ解程二達スノレモノデアロウヅ、日本民法デハ
飽ノ規定トノ關係ヲモ考慮シテ、共解繹二達スルモノ（薦民卿α
424．87皿）ヲ、満洲國民法ノ繭示規定ハ、克ク綜合的二簡明ナ
ノン形式二表現シテアノンコトガ窺ノ・レルト思フ。
艮本民法二於テノ・．建物ノ・土地ノ附加物トシテニL地ノ抵當権
二服セザノソコトヲ、特二明言スノンニ拘ハラズ、満洲國民法ニハ
此除外例ヲ認ムル文言ガ無イ。然レドモ満洲國民法二於テモ建
物ノ・土地ノ定著物トシテ土地以外ノ不動産デアリ（満民96）。
土地カラ濁立シテ抵押鍵ノ目的トナノンコトヲ得ノγモノデアノγカ
ラ、建物ヲ土地ノ附加物トシテ當然二土地ノ抵押椹二服セシム
ノンモノト解繹ス可キデハナイ。故二属満民法ノ規定ノ立言形式
ノ・異ナノンモ、此黙ノ解繹二相違アルモノトノ・思ノ・レナイ。
マタ満洲國民法二依レ・f「抵押襟ハ抵押物ノ差押アリタル後、
20 満洲國民法詳論
抵押櫻設定者ガ抵押物二付、牧取スノレコトヲ得ノン果實二及ブ、
但シ法定果實二付プノ・抵押権者ガ抵押物ヲ差押ヘタノンコトヲ、
其ノ辮濟義務者二通知スノンニ非ザレバ、之ヲ以テ辮濟義務者二
甥抗スノレコトヲ得ズ」トアノソ（満民347）。日本民法二於テハ抵
當不動産ノ天然果實ノ・抵當不動産ノ附加物トシテ抵當権二服ス
コトヲ得可キモ、抵嘗不動産ノ賃貸料ノ如キ法定果實ハ、抵當
不動産ノ附加物トシプ、抵當権二服スコトノ・ナイ（同旨、大正
二年大判481頁、大正六年大判97頁）。唯ダ抵當不動産ノ賃貸
料及ビ物樺封憤ノ如キハ、物上代位ノ法則二依リプ抵當構二服
スコP・ア・ウ（日民372。304）。然ノンニ満洲國民法ハ前示ノ如
ク、正文ノ規定ヲ以テ、法定果實ニモ抵押構ノ数力ヲ及ボシ得
ノyモノトシタノデアノレ！。蓋シ満洲國民法二於テノ・、抵押物件ノ
賃貸料ヤ物権封慣二封シテノ・、物上代位ヲ認メナイカラ（満民
鋳8・325）、抵押物件ノ賃貸料ヤ物権封債ノ・、之ヲー・種ノ附加物又
ハ準附加物トシテ、抵押権二服セシメントスノンモノデア・ウ。
互H．最高額抵押
満洲國民法二依レバ、「抵押権ノ・其ノ捲保スベ：キ最高金額ノミ
ヲ定メ．債権ノ確定ヲ將雍二留保シテ、之ヲ設定スルコトヲ得
此ノ場合二於プハ其ノ確定二至ノン迄ノ問二於ケノン債標ノ消滅又
ノ・移轄ハ抵押構二影響ヲ及ボスコトナシ」トアノン（浦民3561）。
而シテ「債構ガ利息附ナルトキハ、其ノ利息ノ・前項ノ最高金額
中二算入ス」トアノン（満民356豆）。是ハ日本民法二見ザノンi新
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規定デアル。然レドモ獄本民法モ斯カノン抵當樺ノ設定ヲ禁ズベ
キ筋合ナク、共取引ハ實際晶モ行ハレテ居ルコトデアル。惟フ
ニ抵押礎ハ將來ノ債礎ノ爲メニモ之ヲ設定スルコトヲ得ルモノ
デアルカラ（満民358・32め、抵押物ノ負澹ノ限度ヲ示ス可キ
最高金額ノミヲ定メ、現實ノ被澹保債権ノ確定ヲ將來二留保シ
テ設定ス卿位ノコトノ㌦固ヨリ許サノレ可キコトデア鷲ク。邸チ
此場合ハ被憺保債権ノ額コソハ未定ナノγモ、被携保債椹其モノ
ハ現在ノモノデアル。而シプ共ノ確定二至ノン迄ノ問㍉債権ノ
消滅叉ノ・移轄ア卿モ。其ガ爲メニ抵押樺ノ消滅又ノ・移韓ヲ來ス
様ナコトモ、アル可キ筈ノモノデナイコトハ勿論デアル。最高
額携保ノ制度ハ質礎ニモアヲ得ルコトデアノ殊然レドモ質権ノ・
質権設定者二質物ノ利用ヲ妨グ卿コト・ナルカラ．概シテ其ノ
存績期聞ハ短イ。從プ債権額ヲ未定ニシプ置イプ質椹ヲ設定ス
ル程ノ必要ハ鯨り無イグ・ク。之二反シテ抵押権ノ・概シプ抵押
物ノ利用ヲ妨ゲナイカラ．自然其ノ存績期問ハ長グ。從テ債権
額ノ未定ノ儘、抵押権ヲ設定スルノ必要モ威ぜラレル諜デアノ残
此ノ故二最高額捲保制度ノ必要ハ質権ユ於ケ劃ヨダノ㍉抵押擢
二方食プ痛戚セラレノンモノデア翼ウo
